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ALPACA実験は南米ボリビアのチャカルタヤ山中腹（標高 4,740m）に空気シャワーアレイと地下ミューオン
観測装置を設置し、南天の sub-PeV領域ガンマ線と宇宙線を観測する実験である。現在、ALPACAの 1/4の面
積をもつALPAQUITA実験を先行して進めている。安定稼働して約 1年のALPAQUITA地上検出器データの解
析結果を、現地較正データを取り入れたモンテカルロ計算結果と比較し報告する。また、設計が決まった地下検
出器のデザインと 2024年の建設計画、ALPAQUITA検出器で期待される成果を報告する。


